
本郷台キリスト教会 

牧会ファミリーシート (2024/1/21〜2024/1/27) 

 

⚫ 今週も楽しく牧会ファミリーを進めていきましょう！まずは、簡単なアイスブレークで、楽しみましょう。 

横浜の天気予報は今年初めて雪模様です         。雪と言えば…何を思い出しますか？分かち合ってみましょう。 

 

●【聖霊の風の中で】 

１、主の御霊よ 降りたまえ 主の愛力を 注ぎたまえ 主の御霊よ あらわしたまえ 主イエスの栄光 今ここに 

※聖霊の風の中で 私は今 変えられてゆく 聖霊の風の中で 私は今 変えられる 

⚫ それでは、礼拝メッセージからの分かち合いに移りましょう。牧会ファミリーでは、毎週日曜日に教会で語ら

れるメッセージを元に、分かち合いの時を持ちます。礼拝メッセージを聞いていない方でも、大丈夫です。 

要約の内容からで構いませんので、積極的に分かち合いに参加してください。 

●  今回のみことばは、ヨハネ 3:6～8 からです。メッセージをもとにした要約を読みましょう。 

今日より「リバイバル」をテーマとして聖書を見ていきます。「リバイバル」には「再生、復興、回復、

復活」という意味があります。教会での「リバイバル」とは「信仰復興」の意味を持ちます。 

「リバイバル」が起こると「信仰的に眠っていたクリスチャンが目覚める」「信仰から離れていた者たち

が帰ってくる」「信仰は不必要と言っていた者たちが回心し救われる」これらのことが起こる、と言われ

ています。この「リバイバル」ですが、どのような大きな規模のものであっても、個人から始まることは

注目すべきポイントです。それは「私」の信仰が回復し、再び燃え立ち、神様との生きた関係が回復する

ことが「リバイバル」であるからです。日々の生活の中で、神様を身近に感じ、その語りかけを受け取る

ことが大切です。全ては神様との関係から始まるのです。 

「私」の内側から始まった「リバイバル」ですが、それは聖霊のみわざであり、兄弟姉妹へと拡がってい

きます。実際にアメリカの大学から起こったリバイバルは、数名の生徒たちが祈り続け、讃美となり、チ

ャペルを満たし、全米から人が訪れました。彼らの祈りは 2 週間途切れることがありませんでした。「リ

バイバル」は人間の努力ではなく、聖霊の働きにより拡がっていきます。（ヨハネ 3:6-8）大切なことは、

自分の握りしめている思いを神に明け渡し、心の中に神の国の領域を拡げることです。神の愛は、そこに

働き、兄弟姉妹と共鳴し、愛の支配が拡大していくのです。「リバイバル」は「悔い改めを伴う」という

ことも重要です。聖霊が働かれると、神の思いではない私たちの「罪」の部分が明らかにされるからです。

そして、罪が告白されると堰を切ったように、聖霊が働き出すのです。 

さて、「リバイバル」が起こると、信仰的に眠っていたクリスチャンが目を覚まします。彼らはどのよう

な状況に置かれていたのでしょうか。また、私たちは目覚めているのでしょうか。（ヨハネ 10:10b）イエ

ス様は、羊がいのちを得るばかりか、豊かにそれを得るために来てくださいました。日々の生活が、神様

への喜びと感謝に満ち溢れ、豊かであるから、祝福が周囲にも流れる、という人生を送るためです。救わ

れて終わりではなく、その先の豊かな祝福の世界が用意されているのです。それを望まず、眠ったまま神

のみこころを行わない者たちについて、神様は忠告を与えています。（黙示録 3:1、2）厳しい忠告ではあ

りますが、回復することができることも同時に示されています。世界でよく知られている讃美である『驚

くばかりの（アメイジンググレイス）』の作詞者、ジョン・ニュートンも、かつては奴隷船の船長でした。

牧師になった彼は、晩年「私の記憶はほとんど薄れましたが、二つのことだけははっきりと覚えています。

その一つは、私が途方もなく大きな罪人であったこと。もう一つは、キリストは途方もなく大きな救い主

であるということです」と語っています。自身の罪に幾度も向き合い、その度に悔い改め、徐々にその心

をキリストに明け渡し、変えられていったのです。 



リバイバルは信仰的に眠ったクリスチャンの目を覚まさせます。聖霊によって自分がどのようなところか

ら救われた者なのか、そしてキリストの十字架と愛がどれほど大きなものであるのかを理解することがで

きるように、神様に求めていきましょう。 

1. 私たちにとって大切なことは、自分の握りしめている思いを神に明け渡し、心の中に神の国の領域を拡げるこ

とです。神の愛は、そこに働き、兄弟姉妹と共鳴し、愛の支配が拡大していくからです。あなたはどのような

ところから救われたと自覚していますか？まだ握っている思いが無いかを振り返り、分かち合ってみましょう。 

 

 

2. イエス様は、羊がいのちを得るばかりか、豊かにそれを得るために来てくださいました。日々の生活が、神様

への喜びと感謝に満ち溢れ豊かであるから、祝福が周囲にも流れる、という人生を送るためです。あなたは目

覚め、溢れるほど豊かないのちを生きているでしょうか？自分を確認し、分かち合い祝福を祈り合いましょう。 

 

 

3. 今日のメッセージから受けた恵みを、何でも分かち合いましょう。 

 

 

1、  先週、ここで話し合ったことを振り返って、この一週間でどのように進んだかを確認しましょう。感謝と

課題を共有し、次のステップについて話し合いましょう。 

 

2、 この先、以下のような行事があります。牧会ファミリーとしてどのように関わる（オイコスを誘って共に参

加する、一緒に奉仕する･･･など）ことができるか、話し合いましょう。 

・2/2(金)19:30～21:00 ふらっとラウンジ 

・3/6(水)11:00～12:00 ラブリバー本郷台春のコンサート(SAKAESTA) 

※各行事の詳細については、ファミリー牧者に聞いてください。 

 

3、  新しい人がファミリーに加わるために、また、オイコスがよりしっかりとファミリーにつながるための企

画について話し合いましょう。 

 

4、 ファミリーメンバーやその家族・友人・近所の人などで助けを必要としている人について、牧会ファミリー

として協力し合えることがないか話し合いましょう。 

 

ファミリー開催後の連絡を、以下の 3 つのいずれかの中から、やりやすい方法でお願い致します。 

・教会ホームページの牧会ファミリー開催報告フォームより。 

・ファミリー報告メール（familyhongodai@gmail.com）より。 

・右の QR コードより。 

◎報告は、ファミリー名、場所、時間、参加者名をお願いします。 


